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の
架
橋
的
な
時
期
で
あ
る
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
の
時

期
の
イ
ギ
リ
ス
の
対
フ
ラ
ン
ス
政
策
を
論
じ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
二

つ
の
時
代
を
繫
げ
る
こ
と
に
見
事
に
成
功
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、

高
い
水
準
の
イ
ギ
リ
ス
外
交
史
研
究
と
し
て
、
従
来
に
は
な
い
新
し

い
視
座
を
提
供
し
、
重
要
な
学
術
的
な
貢
献
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の

理
由
か
ら
、
審
査
委
員
一
同
は
、
本
論
文
を
博
士
（
法
学
）（
慶
應

義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
に
適
当
と
判
断
す
る
次
第
で
あ

る
。

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

細
谷　

雄
一

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

田
所　

昌
幸

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

法
政
大
学
法
学
部
教
授　

宮
下
雄
一
郎

博
士（
法
学
）・
博
士（
史
学
）　　
　
　
　
　

�

呉
迪
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
は
じ
め
に

　

呉
迪
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
『
近
代
日
中
比
較
憲
法

学
史
論
―
―
理
論
の
継
受
と
規
範
の
創
成
』（
以
下
、
本
論
文
）
は
、

一
九
世
紀
末
の
清
朝
末
期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
華
民
国
初
期

（
以
下
、
清
末
民
初
期
）
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
立
憲
構
想
や

制
憲
活
動
に
対
し
、
大
日
本
帝
国
憲
法
（
以
下
、
明
治
憲
法
）
及
び

明
治
期
以
降
の
日
本
憲
法
学
（
以
下
、
明
治
憲
法
学
）
が
与
え
た
影

響
に
つ
い
て
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
実
証
的
に
考
察
を
加
え
た
労
作

で
あ
る
。

　

呉
君
は
（
以
下
、
著
者
と
も
記
す
）、
明
治
憲
法
及
び
明
治
憲
法

学
の
「
影
響
」
を
分
析
す
る
に
際
し
、
ま
ず
明
治
憲
法
の
い
く
つ
か

の
基
本
的
な
重
要
概
念
―
―
「
主
権
」「
統
治
権
」「
国
体
」「
政
体
」

―
―
に
着
眼
し
そ
れ
ら
が
憲
法
用
語
と
し
て
中
国
に
受
容
さ
れ
る
過

程
を
追
跡
す
る
（
第
一
章
）。
次
に
中
国
に
お
い
て
陸
続
と
現
れ
る

憲
法
草
案
や
憲
法
大
綱
に
、
さ
ら
に
は
民
間
の
い
わ
ゆ
る
私
擬
憲
法

草
案
に
ま
で
視
野
を
広
げ
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
明
治
憲
法
由
来
の
特



192

法学研究 95 巻 11 号（2022：11）

徴
を
、
主
に
第
一
章
で
取
り
上
げ
た
基
本
概
念
を
軸
に
読
み
解
く

（
第
二
章
）。
そ
し
て
一
連
の
憲
法
規
範
の
定
立
作
業
を
可
能
な
ら
し

め
た
背
景
と
し
て
の
憲
法
を
め
ぐ
る
日
中
の
学
問
的
交
流
の
実
際
を

再
構
成
し
（
第
三
章
）、
そ
の
交
流
を
礎
と
し
た
彼
我
の
法
学
教
育

上
の
協
力
関
係
、
と
り
わ
け
中
国
に
お
け
る
憲
法
学
教
育
に
及
ん
だ

日
本
的
影
響
と
そ
こ
か
ら
の
自
立
の
過
程
（
第
四
章
）
を
、
そ
れ
ぞ

れ
関
連
付
け
な
が
ら
丹
念
に
描
き
込
む
。
そ
こ
に
は
著
者
の
細
部
か

ら
全
体
へ
の
、
ま
た
表
層
か
ら
そ
の
深
奥
へ
の
研
究
視
点
の
重
点
移

動
が
認
め
ら
れ
、
本
論
文
の
立
論
が
著
者
の
自
覚
的
方
法
の
上
に
展

開
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

留
学
生
と
し
て
本
塾
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
に
入
学
し
た

直
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
呉
君
は
本
テ
ー
マ
に
即
し
た
論
文
の

執
筆
や
研
究
会
で
の
発
表
等
、
学
術
活
動
に
意
欲
的
に
勤
し
ん
で
き

た
。
特
に
後
期
博
士
課
程
進
学
後
は
、
同
君
は
毎
年
の
研
究
科
枠
な

い
し
全
塾
枠
の
博
士
課
程
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
の
助

成
を
受
け
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は

本
論
文
の
「
凡
例
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
『
法
学
政
治

学
論
究
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
、
こ
の
度
必
要
な
加
除
修
正
を
踏
ま
え

て
一
冊
の
論
文
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
。

二
　
本
論
文
の
構
成

　

本
論
文
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
章
、

節
の
み
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

目
次

凡
例

序
章第

一
節　

歴
史
の
背
景

第
二
節　

先
行
研
究

第
三
節　

研
究
目
的

第
四
節　

各
章
の
構
成
と
要
旨

第
一
章　

�

近
代
日
中
両
国
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念
の
定
着
と

連
鎖

第
一
節　

は
じ
め
に

第
二
節　

明
治
日
本
を
介
し
て
の
憲
法
概
念
の
創
成
と
伝
播

第
三
節　

明
治
日
本
に
お
け
る
憲
法
の
基
本
概
念

第
四
節　

�

近
代
中
国
に
お
け
る
日
本
憲
法
の
基
本
概
念
の
継
受

と
発
展

第
五
節　

お
わ
り
に

第
二
章　

近
代
中
国
の
憲
法
制
定
と
明
治
憲
法

第
一
節　

は
じ
め
に
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第
二
節　

近
代
中
国
の
憲
法
制
定
の
源
流

第
三
節　

清
国
末
期
の
憲
法
制
定
に
お
け
る
明
治
憲
法
の
参
照

第
四
節　

中
華
民
国
初
期
の
憲
法
制
定
と
有
賀
長
雄

第
五
節　

�
中
華
民
国
一
九
三
六
年
憲
法
草
案
と
一
九
四
七
年
憲

法
制
定
に
お
け
る
主
義
、
政
体
と
国
体

第
六
節　

お
わ
り
に

第
三
章　

近
代
中
国
憲
法
学
の
変
遷
と
明
治
憲
法
学

第
一
節　

は
じ
め
に

第
二
節　

�「
近
代
中
国
憲
法
学
」
の
草
創
期
―
予
備
立
憲
運
動

以
前
の
憲
法
学
の
著
作

第
三
節　

�

留
日
学
生
に
お
け
る
憲
法
学
研
究
の
集
大
成
―
保
廷

樑
と
『
大
清
憲
法
論
』

第
四
節　

�

憲
法
草
案
に
見
る
憲
法
学
（
一
）
―
第
一
歴
史
古
文

書
館
所
蔵
『
清
政
府
擬
定
憲
法
草
稿
』

第
五
節　

�

憲
法
草
案
に
見
る
憲
法
学
（
二
）
―
張
伯
烈
と
『
仮

定
中
国
憲
法
草
案
』

第
六
節　

�

辛
亥
革
命
以
降
の
君
主
制
憲
法
草
案
―
馬
吉
符
と

『
憲
法
管
見
』

第
七
節　

�

一
九
四
七
年
の
憲
法
解
釈
学
に
お
け
る
国
体
、
政
体

と
主
義
―
羅
志
淵
の
『
中
国
憲
法
釈
論
』

第
八
節　

お
わ
り
に

第
四
章　

近
代
中
国
の
憲
法
学
教
育
に
お
け
る
日
本
的
要
素

第
一
節　

は
じ
め
に

第
二
節　

�

学
制
改
革
の
下
で
展
開
さ
れ
た
近
代
中
国
の
憲
法
学

教
育
の
全
体
像

第
三
節　

�

日
本
留
学
の
潮
流
と
近
代
中
国
憲
法
学
者
の
育
成
―

法
政
大
学
法
政
速
成
科
を
中
心
に

第
四
節　

�

中
国
語
訳
日
本
人
憲
法
学
者
著
作
を
教
科
書
と
し
て

用
い
る
学
校
と
そ
の
機
関
誌

―
北
洋
法
政
学
堂
と
『
北
洋
法
政
学
堂
』

第
五
節　

�

日
本
人
を
講
師
と
す
る
憲
法
学
教
育
機
関
―
京
師
法

律
学
堂

第
六
節　

�

中
華
民
国
期
「
日
本
派
」
憲
法
学
教
育
の
集
大
成
―

朝
陽
大
学

第
七
節　

お
わ
り
に

終
章

参
考
文
献

三
　
本
論
文
の
概
要

　

第
一
章
で
は
、
今
日
の
日
中
の
憲
法
や
憲
法
学
で
用
い
ら
れ
る

「
基
本
概
念
」
と
し
て
の
「
主
権
」
や
「
統
治
権
」、
ま
た
明
治
憲
法

下
で
多
用
さ
れ
た
「
国
体
」
や
「
政
体
」
と
い
っ
た
概
念
が
、
近
代
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期
の
日
本
で
法
律
用
語
と
し
て
錬
成
さ
れ
た
後
に
、
清
末
期
の
中
国

に
受
容
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
つ
ぶ
さ
に
実
証
す
る
。
幕
末
維
新
期
の

わ
が
国
が
西
洋
文
明
の
移
入
に
際
し
て
翻
訳
に
苦
心
し
た
話
は
、
箕

作
麟
祥
の
『
仏
蘭
西
法
律
書
』
の
訳
業
等
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

西
洋
起
源
の
法
律
専
門
用
語
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
で
は
漢

語
表
現
に
置
換
す
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
「
主
権
」
と
い
う
言
葉
は
、
も
と
も
と
は
一
八
六
四
年
、

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
、
丁
韙
良
（
本
名
：W

illiam
 M

artin, 1827

―

1916

）
に
よ
っ
て
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
『
万
国
公
法
』（
原
著
は

H
enry W

heaton, 

“Elem
ents of International Law

”, 1836

）

の
中
で
“Sovereignty

”に
与
え
ら
れ
た
訳
語
で
、
日
本
は
そ
れ
を

「
借
用
」
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
古
来
よ
り
中
国
で
は
「
主
権
」

は
君
主0

の
権0

力
と
同
義
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
一
国
の
「
至
高
権
力
」

と
い
っ
た
語
義
で
用
い
た
の
は
丁
訳
『
万
国
公
法
』
が
嚆
矢
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
日
本
で
の
「
主
権
」
は
、
西
洋
法
が
導
入

さ
れ
る
に
伴
い
国
際
法
や
憲
法
の
法
領
域
の
中
で
の
専
門
用
語
と
し

て
の
位
置
づ
け
が
与
え
ら
れ
、
清
末
期
の
中
国
に
逆
輸
出
さ
れ
て

い
っ
た
と
呉
君
は
述
べ
る
。

　

ま
た
「
統
治
権
」
と
い
う
言
葉
は
、
中
国
の
古
典
漢
籍
「
二
十
五

史
」、
す
な
わ
ち
中
国
歴
代
王
朝
の
正
史
に
は
登
場
せ
ず
（
呉
君
は

正
史
「
二
十
四
史
」
に
「
清
史
稿
」
を
加
え
た
「
二
十
五
史
」
を
対

象
と
し
て
調
査
し
て
い
る
）、
明
治
憲
法
の
制
定
過
程
で
初
め
て
出

現
し
た
「
和
製
語
」
で
あ
る
と
い
う
。
特
筆
す
べ
き
は
、
明
治
憲
法

の
草
案
段
階
の
「
井
上
毅
甲
案
／
乙
案
」
や
「
夏
島
草
案
」
で
は
、

「
国
権
」
と
あ
っ
た
部
分
を
、
憲
法
公
布
直
前
に
「
統
治
権
」
に
改

め
て
い
る
事
実
で
あ
ろ
う
（
明
治
憲
法
第
四
条
）。
こ
の
「
国
権
」

は
、
明
治
憲
法
制
定
に
大
い
に
力
を
奮
っ
た
ド
イ
ツ
人
法
律
顧
問

レ
ー
ス
ラ
ー
の
原
案
で
は
、
“Staatsgew

alt

”と
あ
り
、
明
治
一
四

年
政
変
以
降
の
ド
イ
ツ
国
法
学
の
顕
著
な
影
響
の
下
に
、
そ
れ
ま
で

は
〝
民
権
〟
の
対
立
概
念
と
し
て
の
〝
国
権
〟
が
い
わ
ゆ
る
憲
法
上

の
概
念=

専
門
用
語
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
て
ゆ
く
道
筋
が
そ
こ

に
は
あ
っ
た
。

　

こ
の
一
方
で
「
政
体
」
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
二
十
五
史
」
上
、

数
多
く
の
使
用
例
が
見
い
だ
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
政

治
事
務
」
を
広
く
指
す
に
と
ど
ま
り
、
政
治
制
度
の
組
織
形
態
、
な

い
し
は
国
政
の
形
態
を
示
す
語
と
し
て
の
概
念
化
は
、
や
は
り
近
代

日
本
に
お
い
て
“Governm

ent

”の
訳
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
以
降

で
あ
る
と
呉
君
は
立
証
す
る
。
す
な
わ
ち
清
末
期
に
日
本
か
ら
中
国

に
渡
っ
た
「
政
体
」
は
中
国
で
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
意
味
を

「
転
用
」
し
た
も
の
だ
と
の
理
解
が
示
さ
れ
る
。

　

ま
た
「
国
体
」
に
つ
い
て
は
、「
二
十
五
史
」
に
お
い
て
頻
出
す

る
も
の
の
、
八
世
紀
に
成
立
し
た
『
古
事
記
』
に
用
い
ら
れ
た
「
国
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体
」
は
、
す
で
に
当
時
の
中
国
の
古
典
籍
の
例
と
は
異
な
る
用
い
ら

れ
方
が
さ
れ
、
そ
の
後
、
近
世
期
の
国
学
に
よ
る
「
天
壌
無
窮
の
神

勅
に
示
さ
れ
て
い
る
皇
統
の
一
系
性
・
永
遠
性
」
を
示
す
概
念
と
な

り
、
幕
末
期
の
尊
王
攘
夷
を
経
て
天
皇
制
国
家
の
思
想
的
淵
源
を
形

作
る
（
明
治
憲
法
第
一
条
、
教
育
勅
語
）。
そ
の
後
、
こ
の
「
国
体
」

は
ド
イ
ツ
語
の
“Staatsform

”で
あ
る
と
の
理
解
も
現
れ
る
が
、

「
今
に
し
て
西
洋
の
国
体
に
心
酔
し
之
を
我
に
擬
せ
ん
と
す
る
も
の

あ
り
。
徒
ら
に
紛
議
を
醸
す
と
謂
う
に
至
り
」
と
穂
積
八
束
に
よ
っ

て
退
け
ら
れ
る
。

　

明
治
日
本
を
揺
籃
と
し
た
以
上
の
憲
法
の
「
基
本
概
念
」
が
、
清

末
民
初
期
の
中
国
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
考
察
の

対
象
と
さ
れ
る
の
は
、
一
九
〇
八
年
『
欽
定
憲
法
大
綱
』、
一
九
一

一
年
『
憲
法
重
大
信
条
十
九
条
』、
同
年
『
臨
時
政
府
組
織
大
綱
』、

一
九
一
二
年
『
中
華
民
国
臨
時
約
法
』、
一
九
一
三
年
『
天
壇
憲
法

草
案
』、
一
九
一
四
年
『
中
華
民
国
約
法
（
袁
記
約
法
）』、
一
九
一

九
年
『
中
華
民
国
憲
法
草
案
（
民
国
八
年
憲
法
草
案
）』、
一
九
二
三

年
『
中
華
民
国
憲
法
（
曹
錕
憲
法
）』
と
い
っ
た
「
憲
法
文
書
」（
政

府
起
案
の
公
式
的
な
憲
法
草
案
や
綱
領
・
条
項
等
）
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
一
九
〇
八
年
の
『
欽
定
憲
法
大
綱
』
の
有
名
な
「
大
清
皇
帝
は

大
清
帝
国
を
統
治
し
、
万
世
一
系
、
永
に
奉
戴
さ
れ
る
べ
し
」、「
君

上
は
神
聖
、
尊
厳
に
し
て
侵
す
べ
か
ら
ず
」
と
の
規
定
は
、
ほ
ぼ
明

治
憲
法
の
国
体
規
定
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
民
国
期
に
入
っ
て

の
一
九
一
三
年
の
『
天
壇
憲
法
草
案
』
に
見
る
「
中
華
民
国
は
永
久

に
統
一
民
主
国
と
す
る
」（
同
草
案
第
一
条
）
と
い
う
国
体
規
定
も
、

類
似
の
形
で
民
国
期
の
そ
れ
以
降
の
「
憲
法
文
書
」
に
も
踏
襲
さ
れ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ら
の
国
体
規
定
の
明
記
は
、

清
末
民
初
の
君
主
制
か
ら
民
主
制
へ
の
転
換
期
に
お
い
て
必
然
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
呉
君
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
間
（
私
人
）

に
お
い
て
起
草
さ
れ
た
一
六
の
い
わ
ゆ
る
私
擬
草
案
に
つ
い
て
も
同

様
の
国
体
規
定
が
確
認
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
統
治
権
」
や
「
主
権
」
に
つ
い
て
だ
が
、
ま
ず
上
記
の

「
憲
法
文
書
」
で
は
、
統
治
権
規
定
は
、
清
朝
に
よ
り
起
草
さ
れ
た

も
の
、
民
国
期
に
入
っ
て
起
草
さ
れ
た
も
の
の
別
な
く
、
ほ
ぼ
全
般

に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
主
権
規
定
は
、
共
和
制
を
目
指
し
た

民
国
期
に
入
っ
て
か
ら
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、

民
間
に
お
い
て
起
草
さ
れ
た
草
案
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
明
治
憲
法
に
よ
る
立
憲
君
主
制
下
に
あ
っ
た
日
本

に
お
い
て
は
、
戦
後
の
よ
う
に
主
権
論
が
華
々
し
く
展
開
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
中
国
で
は
、
清
国
末
期
の
立
憲
派
と
革
命
派

の
論
争
、
さ
ら
に
辛
亥
革
命
の
勃
発
と
そ
れ
以
降
の
民
国
期
を
通
し

て
、
こ
の
主
権
と
統
治
権
を
め
ぐ
る
政
治
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

一
九
一
五
年
に
は
国
体
論
争
に
発
展
し
、
そ
の
結
果
、
同
年
一
二
月
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一
二
日
袁
世
凱
が
帝
位
に
即
位
し
、
以
後
八
三
日
間
に
及
ぶ
皇
帝
時

代
が
到
来
す
る
が
、
翌
年
、
袁
の
死
去
に
よ
り
再
び
共
和
制
に
帰
す

る
。「
国
体
」「
政
体
」「
主
権
」「
統
治
権
」
は
、
い
ず
れ
も
近
代
期

中
国
の
憲
政
史
の
激
動
を
繙
く
重
大
な
キ
ー
ワ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
、
清
末
民
初
期
の
中
国
に
お
け
る
制
憲
活
動
と
そ
れ

に
影
響
を
与
え
た
明
治
日
本
の
憲
法
学
、
憲
法
学
者
と
の
交
流
が
具

体
的
に
解
明
さ
れ
る
。

　

一
九
〇
五
年
、
清
国
政
府
は
載
澤
ら
五
人
の
「
政
治
考
察
団
」
な

る
視
察
団
を
組
織
し
、
こ
れ
を
二
組
に
分
け
、
日
本
と
欧
米
に
派
遣

す
る
。
こ
の
う
ち
日
本
を
「
考
察
」
す
る
目
的
は
、「
清
国
の
憲
法

制
定
の
基
調
を
定
め
る
」
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
。
翌
年
一
月
以
降
、

穂
積
八
束
は
考
察
団
に
対
し
、
主
と
し
て
国
体
論
と
統
治
権
論
を
中

心
に
三
度
に
亘
る
憲
法
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
の
大
略
は
聴
講

し
た
載
澤
の
『
考
察
政
治
日
記
』
か
ら
輪
郭
付
け
ら
れ
、
ま
た
穂
積

と
の
問
答
は
『
憲
法
訪
問
禄
』
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
。
ど
ち
ら
も
呉

君
の
詳
細
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
一
九
〇
六
年
の
夏
に

上
記
考
察
団
は
相
次
い
で
帰
朝
す
る
も
の
の
報
告
書
の
内
容
が
多
岐

に
わ
た
り
過
ぎ
て
要
領
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
、
清
国
の
駐
日
公
使

を
介
し
て
、
有
賀
長
雄
に
対
し
報
告
書
の
「
代
筆
」
の
依
頼
を
す
る
。

有
賀
は
こ
れ
に
応
じ
『
欧
米
政
治
要
義
』
を
執
筆
し
た
。
こ
う
し
た

穂
積
や
有
賀
の
協
力
は
清
国
の
憲
政
方
針
の
大
き
な
理
論
的
後
ろ
盾

と
な
っ
た
。

　

一
九
〇
六
年
九
月
一
日
、
清
国
政
府
は
『
宣
示
予
備
立
憲
専
攻
厘

定
管
製
諭
』（
以
下
、『
予
備
立
憲
上
諭
』）
を
公
布
し
、
日
本
の
立

憲
政
体
に
倣
っ
た
憲
法
制
定
の
準
備
に
入
っ
た
。
清
国
か
ら
は
穂
積
、

有
賀
に
対
す
る
勲
章
授
与
が
為
さ
れ
、
こ
の
時
期
の
両
国
の
憲
法
を

め
ぐ
る
「
交
流
」
が
密
で
あ
っ
た
こ
と
が
呉
君
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

る
。
さ
ら
に
翌
年
九
月
に
は
、
直
隷
総
督
袁
世
凱
の
上
奏
を
契
機
と

し
て
清
国
政
府
は
達
寿
ら
「
憲
政
考
察
大
臣
」
を
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ

リ
ス
、
日
本
に
派
遣
し
、
各
国
の
憲
政
調
査
や
視
察
を
行
う
。
日
本

で
は
、
穂
積
八
束
が
憲
法
、
清
水
澄
が
行
政
法
、
有
賀
長
雄
が
比
較

憲
法
及
び
日
本
憲
法
実
施
手
続
き
の
講
義
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

こ
の
う
ち
有
賀
の
講
義
は
一
九
〇
八
年
二
月
か
ら
翌
年
七
月
に
か
け

て
六
〇
回
に
及
び
（『
日
本
憲
政
講
義
』）、
特
に
地
方
制
度
や
地
方

官
制
を
講
じ
た
後
半
三
〇
回
は
『
官
制
篇
』
と
し
て
中
国
で
出
版
さ

れ
た
。

　

一
九
〇
八
年
八
月
に
裁
可
さ
れ
た
『
欽
定
憲
法
大
綱
』（
以
下
、

『
大
綱
』）
は
、「
本
文
」
と
し
て
「
君
上
大
権
」
一
六
ヶ
条
と
、「
付

録
」
と
し
て
「
臣
民
権
利
義
務
」
九
ヶ
条
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
う

ち
「
本
文
」
は
、
明
治
憲
法
第
一
章
天
皇
の
第
一
七
条
を
除
い
た
す

べ
て
の
条
文
に
紐
づ
け
ら
れ
、
ま
た
後
者
の
「
付
録
」
に
つ
い
て
は
、
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明
治
憲
法
第
二
章
臣
民
権
利
義
務
の
一
五
ヶ
条
を
縮
約
し
て
受
け
継

い
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
予
備
立
憲
上
諭
』
で
は
、
当
初
は
上
記
の
『
大
綱
』

に
基
づ
き
一
九
一
一
年
に
内
閣
設
立
、
一
九
一
六
年
に
憲
法
が
公
布

さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
全
国
に
及
ん
だ
国
会
開
設
運
動
に
押
さ

れ
る
形
で
清
国
政
府
は
、
一
九
一
〇
年
、
憲
法
の
公
布
年
を
一
九
一

二
年
に
繰
り
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
一
一
年
七

月
か
ら
憲
法
起
草
に
秘
密
裡
に
着
手
す
る
が
、
同
年
一
〇
月
一
〇
日

に
辛
亥
革
命
が
勃
発
す
る
。
革
命
派
、
民
間
の
立
憲
派
、
さ
ら
に
は

当
時
の
準
国
会
的
機
関
で
あ
っ
た
資
政
院
の
圧
力
に
抗
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
清
国
政
府
は
、
袁
世
凱
を
国
務
総
理
大
臣
と
す
る
内

閣
を
発
足
さ
せ
、
資
政
院
に
憲
法
の
起
草
の
す
べ
て
に
関
わ
る
こ
と

を
任
せ
た
。
同
年
一
一
月
二
六
日
、
こ
の
資
政
院
に
よ
り
『
憲
法
重

大
信
条
十
九
条
』
が
公
布
さ
れ
、
憲
法
は
資
政
院
の
起
草
に
よ
り
皇

帝
が
公
布
す
る
こ
と
、
憲
法
改
正
の
発
議
権
は
国
会
に
あ
る
こ
と
、

国
務
大
臣
は
国
会
に
よ
り
選
出
さ
れ
皇
帝
に
よ
り
任
命
さ
れ
る
こ
と
、

等
々
が
規
定
さ
れ
、
こ
こ
に
明
治
憲
法
に
倣
っ
た
欽
定
憲
法
構
想
は

絶
た
れ
、
清
国
政
府
は
革
命
派
の
圧
力
の
下
に
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
責

任
内
閣
制
導
入
に
舵
を
切
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
呉
君
は
、
上
述
の
辛
亥
革
命
に
よ
っ
て
途
絶
す
る
前
ま
で
清

国
政
府
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
大
清
帝
国
憲
法
草

案
」（
中
国
の
学
界
で
は
「
欽
定
憲
法
草
案
」
と
呼
称
す
る
）
の
内

容
を
、
清
国
学
部
図
書
局
が
一
九
一
〇
年
に
刊
行
し
た
『
国
民
必
読

課
本
』（
以
下
、『
課
本
』）
を
素
材
と
し
て
復
元
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
『
課
本
』
こ
そ
、
来
る
べ
き
憲
政
の
世
に
備
え
て
の
「
官
定
国

民
製
造
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
も
い
う
べ
き
国
民
必
読
書
で
あ
り
、
憲
法

や
憲
政
に
関
す
る
事
柄
も
当
然
の
ご
と
く
解
説
さ
れ
て
い
た
。
呉
君

は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
な
が
ら
も
そ
の
内
容
ま
で
は
確

認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
大
清
帝
国
憲
法
草
案
」
を
、
同
時
期
の
公

定
国
民
教
科
書
の
中
に
そ
の
趣
旨
に
お
い
て
見
出
し
、
そ
れ
は
『
大

綱
』
に
示
さ
れ
た
皇
帝
を
統
治
権
の
総
攬
者
と
す
る
憲
法
案
の
忠
実

な
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。

　

一
九
一
二
年
一
月
一
日
、
中
華
民
国
南
京
臨
時
政
府
が
発
足
し
、

同
年
二
月
一
二
日
宣
統
帝
は
退
位
す
る
。
同
年
二
月
一
五
日
、
臨
時

大
総
統
に
推
挙
さ
れ
た
袁
世
凱
は
、
三
月
八
日
、
責
任
内
閣
制
を
規

定
し
た
『
中
華
民
国
臨
時
約
法
』（
以
下
、『
臨
時
約
法
』）
を
可
決

す
る
。
そ
し
て
こ
の
日
、
日
本
人
憲
法
学
者
、
有
賀
長
雄
が
北
京
に

到
着
す
る
。
袁
世
凱
か
ら
深
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
有
賀
は
、

一
九
一
九
年
七
月
の
帰
国
に
至
る
ま
で
、
袁
世
凱
の
外
国
人
政
治
顧

問
、
憲
法
顧
問
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
呉
君
は
特
に
有
賀
の
「
統
治

権
移
転
論
」
と
「
超
然
内
閣
主
義
」
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
尤
も

有
賀
の
存
在
や
立
場
は
、
後
の
袁
世
凱
の
帝
位
就
任
問
題
と
も
絡
み
、
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政
治
的
に
複
雑
な
陰
影
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
お
り
、

有
賀
は
政
府
内
の
革
命
派
か
ら
は
論
難
の
対
象
で
あ
っ
た
。
呉
君
の

仮
説
に
よ
れ
ば
、
そ
う
し
た
有
賀
の
思
想
的
背
景
に
ド
イ
ツ
国
法
学

に
遡
る
歴
史
主
義
的
な
憲
法
（
史
）
観
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
で
著
者
は
、
中
国
共
産
党
の
協
力
の
下
、
国
民
党
が
一
九
二

七
年
に
南
京
に
建
て
た
国
民
政
府
成
立
以
降
の
憲
法
制
定
作
業
に
注

目
す
る
。
そ
こ
に
は
共
通
し
て
「
主
権
が
国
民
全
体
に
属
す
」
と
の

「
民
主
国
体
」
が
明
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
孫
文
が
唱
道
し
国

民
党
の
政
治
信
条
で
あ
っ
た
「
三
民
主
義
」
を
憲
法
に
加
え
よ
う
と

の
、
い
わ
ゆ
る
「
主
義
冠0

国
体
」（
主
義
で
国
体
を
縛
る
―
―
著
者

の
表
現
）
と
い
う
特
殊
な
表
現
方
法
が
現
れ
た
。
国
民
政
府
に
よ
る

憲
法
草
案
は
、
一
九
三
三
年
一
一
月
一
六
日
の
『
中
華
民
国
憲
法
草

案
初
稿
草
案
』
か
ら
確
定
草
案
で
あ
る
一
九
三
六
年
五
月
五
日
の

『
中
華
民
国
憲
法
草
案
』（
五
五
憲
草
）
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
草

案
の
第
一
条
に
は
「
中
華
民
国
は
三
民
主
義
共
和
国
で
あ
る
」
こ
と

を
定
め
、
第
二
条
は
「
中
華
民
国
の
主
権
は
全
人
民
に
属
す
」
と
規

定
し
た
。
尤
も
こ
の
確
定
草
案
の
可
決
は
日
中
戦
争
に
よ
り
延
期
さ

れ
る
。
戦
後
、
一
九
四
六
年
の
政
治
協
商
会
議
は
、
そ
の
第
一
条
を

「
中
華
民
国
は
三
民
主
義
に
基
づ
く
民
有
、
民
治
、
民
享
の
共
和
国

で
あ
る
」
に
変
更
し
て
、
翌
年
の
元
旦
に
『
中
華
民
国
憲
法
』
が
公

布
さ
れ
た
が
、
人
民
解
放
軍
に
よ
る
南
京
国
民
政
府
の
敗
北
に
よ
り
、

中
国
大
陸
で
は
僅
か
一
年
足
ら
ず
の
施
行
期
間
で
あ
っ
た
。
呉
君
に

よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
主
義
冠
国
体
」
の
規
定
様
式
に
は
、
中
国
の

伝
統
的
思
惟
形
式
で
あ
る
「
名
分
論
」
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
。
す

な
わ
ち
主
権
が
全
国
民
に
あ
る
と
い
う
国
体
論
で
は
正
当0

化
し
尽
せ

な
い
政
治
主
体
の
正
統0

性
の
由
来
を
、「
三
民
主
義
」
と
い
う
「
名

分
」
に
求
め
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
国
民
党
に
よ
る
国

家
統
治
は
、
近
代
の
「
国
体
」
論
に
伝
統
中
国
の
「
名
分
」
を
重
ね

合
わ
せ
た
い
わ
ゆ
る
「
政
治
信
条
を
冠
し
た
国
体
」
に
よ
り
正
当
化

さ
れ
得
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
胆
だ
が
傾
聴
に
値
す
る
意
見
で
あ

ろ
う
。
本
論
文
で
は
第
三
章
の
最
後
で
再
論
さ
れ
る
。

　

第
三
章
の
冒
頭
で
は
、
現
代
中
国
に
お
け
る
憲
法
学
の
潮
流
が
概

観
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
論
者
に
お
い
て
も
、
近
代
の
歴

史
を
振
り
返
り
中
国
の
憲
法
や
憲
法
学
を
沿
革
的
・
歴
史
的
に
考
察

す
る
関
心
に
薄
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
激
動
す
る
政
治
変
遷
の
中

で
憲
法
の
制
定
そ
れ
自
体
が
極
め
て
政
治
性
を
帯
び
た
課
題
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
憲
法
規
範
を
紡
ぎ
ま
た
解
釈
す
る
学
も
自
立
し
た
領

域
を
形
成
し
て
来
ら
れ
な
か
っ
た
と
の
理
解
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

だ
が
著
者
は
、
清
朝
が
日
本
を
モ
デ
ル
と
し
て
憲
法
を
制
定
す
る

方
針
を
明
確
化
し
た
一
九
〇
六
年
の
『
予
備
立
憲
上
諭
』
以
前
に
、

す
で
に
中
国
で
展
開
し
て
い
た
「
憲
法
学
」
に
注
目
す
る
。
そ
こ
に
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こ
そ
政
治
抗
争
と
距
離
を
置
い
て
「
憲
法
」
を
思
念
す
る
場
が
あ
っ

た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
湯
寿
潜
（
一
八
五
六
―
一
九
一
七
）
と

そ
の
著
作
『
憲
法
古
義
（
全
三
巻
）』（
一
九
〇
一
年
）、
及
び
王
鴻

年
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
六
）
と
そ
の
著
作
『
憲
法
法
理
要
義
』

（
一
九
〇
二
年
）
が
分
析
対
象
と
さ
れ
る
。

　

湯
寿
潜
は
、
清
末
民
初
の
立
憲
派
の
啓
蒙
思
想
家
で
あ
り
、
彼
の

著
し
た
『
憲
法
古
義
』
は
今
日
、「
中
国
初
の
憲
法
学
の
著
作
」
と

さ
れ
、
ま
た
「
近
代
中
国
人
が
西
洋
の
立
憲
民
主
政
治
を
価
値
基
準

と
し
て
中
国
の
政
治
史
や
文
化
史
を
研
究
し
た
初
の
著
作
」
で
あ
る

と
の
評
価
も
あ
る
。
こ
の
後
者
の
引
用
が
い
み
じ
く
も
示
し
て
い
る

よ
う
に
、
湯
自
身
に
は
留
学
歴
も
西
洋
の
思
想
を
原
書
を
繙
い
て
学

ぶ
技
能
も
な
か
っ
た
が
、
彼
は
明
治
憲
法
や
西
洋
憲
法
の
中
国
語
訳

を
介
し
て
「
憲
法
」
な
る
新
知
の
対
象
を
中
国
の
古
典
籍
に
遡
っ
て

説
明
す
る
こ
と
で
、「
中
国
固
有
に
あ
る
も
の
」
と
し
て
民
衆
に
認

識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。
例
え
ば
「
憲
」
の
初
出
を

『
尚
書
』
に
見
出
し
、『
周
礼
』、『
管
氏
』
を
繙
き
、
ま
た
『
墨
子
』

（
非
命
篇
上
）
の
「
先
王
の
書
で
、
国
家
か
ら
出
し
て
人
民
に
布
告

す
る
も
の
が
憲
で
あ
る
」
と
い
う
箇
所
に
依
拠
し
て
、
湯
は
「
憲
法

は
一
国
の
臣
民
に
と
も
に
敬
わ
れ
る
も
の
で
、
決
し
て
臣
民
を
弾
圧

す
る
た
め
の
厳
し
い
法
で
は
な
い
」
と
の
解
説
を
導
く
。
尤
も
、
続

け
て
湯
は
「
強
者
は
そ
の
権
力
を
権
利
に
変
じ
弱
者
は
そ
の
従
順
を

義
務
に
変
え
た
…
…
君
主
権
力
の
勢
い
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
」
と
の
解
釈
も
示
し
、
中
国
に
民
権
が
奮
起
せ
ず
、
そ
れ
故

に
（
近
代
的
な
）
憲
法
が
成
立
し
な
い
理
由
を
指
摘
し
た
。
注
目
す

べ
き
は
、
湯
が
『
商
君
書
』（
修
権
篇
）
か
ら
「
法
と
は
君
臣
と
も

に
守
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
権
と
は
君
主
が
独
り
握
り
し
め
て
い
る

も
の
で
あ
る
」
を
引
用
し
、「
君
主
を
国
家
の
主
体
で
は
な
く
、
国

家
の
主
権
を
握
る
者
と
見
な
せ
ば
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
国
家
法
人
説
と

一
致
す
る
」
と
述
べ
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
湯
の
理
解
の
深
さ
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
以
外
に
も
、
立
法
に
お
け
る
多
数
決
原
理
に
つ
い
て
は

『
墨
子
』（
法
儀
篇
）
に
、
司
法
権
に
つ
い
て
は
『
尚
書
』（
立
政
篇
）

に
そ
れ
ぞ
れ
根
拠
を
求
め
た
。
ま
た
『
憲
法
古
義
』
巻
三
に
は
「
国

民
之
権
利
」
が
列
挙
さ
れ
、
基
本
的
に
は
明
治
憲
法
が
参
照
さ
れ
て

い
る
が
、「
赴
訴
権
」
と
い
っ
た
明
治
憲
法
に
は
な
い
固
有
の
権
利

も
記
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
湯
の
所
論
は
、
今
日
的
な
憲
法
学
的
視
点

か
ら
見
れ
ば
、
む
ろ
ん
体
系
立
っ
た
規
範
解
釈
論
で
は
な
い
。
し
か

し
呉
君
に
よ
れ
ば
、
草
創
期
の
近
代
中
国
に
お
け
る
あ
る
べ
き
憲
法

の
想
念
が
伝
統
的
な
古
典
籍
と
の
照
合
の
中
に
表
さ
れ
、
中
国
に
固

有
な
憲
法
制
定
の
意
義
が
暗
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
さ
れ

る
。

　

次
に
王
鴻
年
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
国
費
留
学
生
と

し
て
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
に
学
び
、
一
九
〇
四
年
に
帰
朝
す
る
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が
、
そ
の
三
年
後
再
び
日
本
視
察
に
訪
れ
る
。
彼
の
『
憲
法
法
理
要

義
』
は
、
留
学
時
に
聴
講
し
た
穂
積
八
束
の
講
義
の
要
旨
に
諸
学
説

を
加
え
、
欧
米
憲
法
と
の
比
較
を
踏
ま
え
た
内
容
で
あ
っ
た
。
呉
君

に
よ
れ
ば
、
同
書
の
内
容
の
特
徴
は
穂
積
憲
法
学
に
準
拠
し
つ
つ
欧

米
の
憲
法
学
を
批
判
的
に
参
照
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
王
は
、
明

治
憲
法
の
掲
げ
る
「
君
主
主
権
を
国
体
と
す
る
」
と
い
う
命
題
の
背

景
に
日
本
固
有
の
建
国
神
話
と
そ
れ
を
信
奉
す
る
国
民
の
存
在
が
あ

る
こ
と
を
承
知
し
つ
つ
、
穂
積
の
「
主
権
は
無
限
で
あ
り
、
法
令
が

出
ず
る
所
で
あ
っ
て
法
令
に
由
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
（
大

意
）」
と
の
所
説
を
敷
衍
し
て
、「
国
体
は
主
権
の
本
体
で
あ
り
、
主

権
は
国
家
の
法
律
の
淵
源
で
あ
る
」
と
概
括
し
た
。
ま
た
主
権
は
不

可
分
で
あ
る
と
の
理
解
か
ら
、
王
は
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
権
力
分
立

論
に
極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
。
王
は
後
に
主
に
外
交
官
と
し
て
活

躍
し
た
が
、『
欽
定
憲
法
大
綱
』
の
起
草
や
公
表
な
ど
に
、
穂
積
憲

法
学
の
忠
実
な
継
承
者
と
し
て
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
他
に
も
、
法
政
大
学
に
留
学
し
滞
日
中
に
保
廷
樑
が
著
し
た

『
大
清
憲
法
論
』（
一
九
一
〇
、
一
九
一
一
年
）
が
検
討
さ
れ
る
。
そ

の
内
容
は
明
治
憲
法
学
を
批
判
的
に
受
容
し
つ
つ
君
主
主
権
制
を
基

軸
と
し
た
「
国
権
憲
法
学
」
と
も
言
う
べ
き
保
独
自
の
体
系
が
示
さ

れ
た
と
い
う
。
ま
た
学
者
（
民
間
知
識
人
）
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た

憲
法
草
案
も
呉
君
に
よ
っ
て
検
討
に
付
さ
れ
る
。『
清
政
府
擬
定
憲

法
草
稿
』（
中
国
第
一
歴
史
古
文
書
館
所
蔵
、
一
九
〇
八
年
？
）
と

『
仮
定
中
国
憲
法
草
案
』（
張
伯
烈
起
草
、
一
九
〇
九
年
）
が
そ
れ
で

あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
起
草
者
や
成
立
経
緯
が
不
明
な
ま
ま
、

考
証
に
よ
り
「
民
間
知
識
人
」
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る

が
、
呉
君
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
明
治
憲
法
及
び
憲
法
学
を
介
し

て
の
近
代
的
憲
法
原
理
の
再
現
に
比
較
的
成
功
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
明
治
憲
法
や
憲
法
学

を
踏
ま
え
な
が
ら
（
起
草
者
の
張
は
日
本
に
二
度
留
学
し
て
い
る
）、

起
草
の
前
年
に
出
さ
れ
た
『
欽
定
憲
法
大
綱
』
を
批
判
す
る
視
点
を

提
示
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
中
華
民
国
発
足
後
に
つ
い
て
は
、
馬
吉
符
『
憲
法
管
見
』

（
一
九
一
五
年
）
と
羅
志
淵
『
中
国
憲
法
釈
論
』（
一
九
四
七
年
）
が

検
討
さ
れ
る
。
前
者
の
特
徴
は
、
民
国
期
に
起
草
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
な
が
ら
君
主
制
に
立
脚
し
つ
つ
共
和
制
の
要
素
も
採
用
し
た
珍
し

い
内
容
だ
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
こ
に
共
和
制
へ
の
時
流
の
中
で
袁

世
凱
の
帝
位
就
任
以
降
の
憲
法
構
想
を
先
取
り
し
た
反
動
的
な
も
の

だ
と
す
る
史
家
の
見
解
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
呉
君
は
共
和
制
構
想
の

未
だ
脆
弱
な
基
盤
に
対
す
る
現
実
的
な
反
論
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

証
す
る
。
ま
た
後
者
は
、
一
九
四
七
年
、『
中
華
民
国
憲
法
』
公
布

後
の
憲
法
学
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
に
明
治
憲
法
や
憲
法
学
の
面

影
は
も
は
や
見
え
ず
、
国
民
党
の
政
治
信
条
で
あ
る
「
三
民
主
義
」
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を
憲
法
に
書
き
入
れ
る
か
否
か
（
前
述
の
「
主
義
冠
国
体
」）
の
問

題
を
、「
国
体
」
や
「
政
体
」
の
概
念
と
整
合
さ
せ
論
理
的
に
解
決

す
る
試
み
が
示
さ
れ
る
。

　

第
四
章
は
、
近
代
期
中
国
に
お
け
る
憲
法
学
教
育
の
発
展
を
日
本

と
の
交
流
を
軸
に
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
に
、
日
本
の
法
政
大

学
法
政
速
成
科
、
中
国
の
北
洋
法
政
学
堂
、
京
師
法
律
学
堂
、
朝
陽

大
学
が
考
察
の
対
象
と
な
り
、
そ
こ
に
お
け
る
憲
法
学
や
関
連
す
る

教
科
授
業
を
め
ぐ
る
学
制
の
整
備
、
教
員
の
選
任
、
さ
ら
に
教
科
書

等
の
編
纂
を
中
心
に
叙
述
さ
れ
る
。
そ
の
前
史
と
し
て
、
一
九
〇
五

年
の
科
挙
制
度
の
廃
止
に
始
ま
る
清
国
の
近
代
日
本
を
模
し
た
学
制

改
革
の
下
、
民
初
期
に
か
け
て
の
中
国
に
お
け
る
法
学
専
門
教
育
機

関
の
変
遷
が
つ
ぶ
さ
に
追
跡
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
日
清
戦
争
後
の
日

本
に
留
学
す
る
清
国
の
法
政
科
学
生
の
激
増
と
こ
れ
を
受
け
入
れ
る

早
稲
田
や
法
政
の
側
の
状
況
、
さ
ら
に
は
清
国
に
顧
問
と
し
て
招
聘

さ
れ
た
日
本
人
法
学
者
の
一
覧
や
そ
の
中
国
語
訳
さ
れ
た
数
多
く
の

著
作
な
ど
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
活
況
を
呈
し

た
日
中
の
法
学
交
流
も
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
以
降
、
一
転
し

て
衰
微
の
途
を
辿
っ
た
。

　

法
政
大
学
法
政
速
成
科
に
お
け
る
憲
法
講
義
は
、
主
に
筧
克
彦
と

清
水
澄
が
担
当
し
た
。
筧
は
『
国
法
学
』
を
、
清
水
は
『
憲
法
』
を

そ
れ
ぞ
れ
講
じ
、
そ
の
内
容
は
統
治
権
を
中
心
と
し
た
憲
法
解
釈

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
ら
の
う
ち
筧
の
講
義
は
清
末
民
初
期
の
啓
蒙

思
想
家
、
梁
啓
超
の
開
明
専
制
論
に
、
清
水
の
講
義
は
中
華
民
国
の

政
治
家
、
楊
度
の
責
任
内
閣
制
と
国
会
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
に
、

そ
れ
ぞ
れ
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
中
国
の
研
究
者
に
よ
っ
て
立
証
さ

れ
て
い
る
。

　

北
洋
法
政
学
堂
は
、
一
九
〇
六
年
に
清
国
政
府
に
よ
っ
て
設
置
さ

れ
翌
年
か
ら
学
生
募
集
を
始
め
る
。
日
本
に
倣
い
、
六
年
間
の
専
門

科
コ
ー
ス
の
傍
ら
三
年
間
で
修
了
す
る
速
成
科
を
設
け
た
。
講
師
は

日
本
人
が
日
本
語
で
講
義
を
し
た
が
、
や
が
て
日
本
か
ら
帰
国
し
た

中
国
人
も
講
師
陣
に
加
わ
っ
た
。
だ
が
、
講
義
の
素
材
（
教
科
書
）

は
日
本
語
の
講
義
録
の
中
国
語
訳
を
用
い
た
。
そ
れ
ら
の
素
材
は
、

同
学
堂
が
発
行
し
て
い
た
『
北
洋
法
政
学
報
』
に
掲
載
さ
れ
、
憲
法

学
に
つ
い
て
は
筧
の
『
国
法
学
』
が
中
国
語
訳
さ
れ
て
数
号
に
亘
っ

て
分
載
さ
れ
た
。
こ
の
他
憲
法
学
関
係
で
は
、
劉
鴻
翔
編
集
の
『
比

較
憲
法
学
』
や
、
富
岡
康
郎
編
纂
の
『
学
説
比
較
法
理
図
解
憲
法
研

究
書
』
が
呉
興
譲
の
翻
訳
に
よ
り
『
憲
法
研
究
書
』
と
改
題
の
う
え

掲
載
さ
れ
た
。

　

一
九
〇
五
年
の
修
訂
法
律
大
臣
瀋
家
本
の
提
議
に
よ
り
翌
年
に
開

学
し
た
京
師
法
律
学
堂
は
、
近
代
中
国
初
の
官
立
法
律
専
門
学
校
で

あ
る
。
や
は
り
日
本
の
速
成
（
科
）
教
育
を
モ
デ
ル
と
し
、「
新
律
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修
訂
の
た
め
に
裁
判
官
を
養
成
」
す
る
こ
と
に
目
的
が
置
か
れ
た
。

こ
の
学
堂
の
講
師
は
清
国
政
府
顧
問
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
日
本
人
法

学
者
―
―
岡
田
朝
太
郎
、
松
岡
義
正
、
志
田
鉀
太
郎
、
小
河
滋
次
郎
、

岩
井
尊
文
―
―
で
あ
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
法
分
野
が
講
じ
ら
れ
た
が
、

特
に
憲
法
学
関
連
で
は
、
岩
井
の
『
国
法
学
』
や
岡
田
の
『
憲
法
』

の
講
義
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
岩
井
に
よ
れ
ば
、「
統
治
権
は
憲
法

の
規
定
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
り
、
君
主
は
統
治
権
を
総
攬
す
る

国
の
第
一
次
機
関
で
あ
る
」
と
し
、
穂
積
八
束
の
憲
法
論
に
対
立
す

る
見
解
を
述
べ
て
い
た
。
ま
た
岡
田
朝
太
郎
の
講
義
で
は
、
す
で
に

公
表
さ
れ
て
い
た
『
欽
定
憲
法
大
綱
』
に
一
四
ヶ
条
に
亘
っ
て
規
定

さ
れ
る
君
上
大
権
（
皇
帝
大
権
）
を
明
治
憲
法
と
の
比
較
に
お
い
て

逐
条
的
に
解
説
し
た
。

　

中
華
民
国
元
（
一
九
一
二
）
年
に
朝
陽
大
学
が
設
置
さ
れ
た
。
同

大
学
の
講
師
陣
は
、
当
初
か
ら
中
国
人
の
み
で
構
成
さ
れ
た
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
の
官
・
私
立
の
大
学
で
法
学
を
修
め
て
い
た
こ

と
か
ら
「
日
本
派
法
学
教
育
の
総
本
山
」
と
も
言
わ
れ
た
。
法
学
教

育
の
編
成
や
そ
の
方
法
に
日
本
的
な
要
素
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
憲
法
学
に
限
っ
て
も
中
国
人
自
ら
の
手
で
教
科
書
を
編
集

し
教
授
す
る
体
制
が
整
っ
た
。
例
え
ば
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た

鐘
庚
言
は
『
憲
法
講
義
大
綱
』
を
著
し
、
和
仏
法
律
学
校
（
法
政
大

学
）
に
学
ん
だ
程
樹
徳
は
『
比
較
憲
法
』
を
著
し
た
。
た
だ
し
呉
君

に
よ
れ
ば
、
彼
ら
の
講
述
す
る
憲
法
論
に
は
、
明
治
憲
法
学
に
由
来

す
る
統
治
権
論
の
面
影
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
な
お
、
朝
陽
大
学

は
一
九
四
九
年
、
共
産
党
政
府
の
下
に
接
収
管
理
さ
れ
、
そ
の
後
廃

校
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
朝
陽
大
学
を
場
と
し
た
日
本
と
ゆ
か
り

を
持
つ
法
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
一
掃
さ
れ
、
中
国
の
法
学
教
育
は

全
面
的
に
ソ
ビ
エ
ト
式
法
学
へ
の
転
向
を
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

四
　
本
論
文
の
評
価

　

近
代
日
中
比
較
憲
法
学
史
を
論
じ
る
本
研
究
の
舞
台
は
、
二
〇
世

紀
初
頭
の
清
朝
末
期
か
ら
中
華
民
国
初
期
に
か
け
て
の
中
国
で
あ
る
。

辛
亥
革
命
を
挟
ん
で
、
そ
の
前
後
の
君
主
制
か
ら
共
和
制
へ
の
国
家

形
態
の
転
換
を
、
歴
史
の
断
絶
と
見
る
の
か
、
そ
れ
と
も
連
続
の
相

と
し
て
見
る
の
か
。
近
代
中
国
史
学
の
所
見
で
は
、
近
代
の
中
国
は

「
未
完
の
立
憲
国
家
形
成
の
歴
史
を
歩
む
」
と
さ
れ
る
（
曽
田
三
郎

『
立
憲
国
家
中
国
へ
の
始
動
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。
歴
史

観
を
め
ぐ
る
難
題
が
そ
こ
に
は
横
た
わ
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
歴

史
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

本
研
究
に
お
い
て
ま
ず
特
筆
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
呉
君
に
よ
る

「
憲
法
文
書
」
や
私
擬
憲
法
草
案
の
徹
底
し
た
悉
皆
調
査
が
為
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
呉
君
は
、
清
朝
に
よ
る
一
九
〇
六
年
の
『
予
備
立

憲
上
諭
』
及
び
『
欽
定
憲
法
大
綱
』
か
ら
一
九
四
七
年
の
『
中
華
民



特 別 記 事

203

国
憲
法
』
に
至
る
ま
で
の
今
日
発
見
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
憲
法
の

大
綱
、
草
案
、
私
擬
草
案
を
通
覧
し
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
対
照

し
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
尤
も
各
草
案
の
全
条
項
が
比
較
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
本
論
文
第
一
章
で
提
示
さ
れ
た
基
本
概
念
、「
主

権
」「
統
治
権
」「
国
体
」「
政
体
」
に
関
連
す
る
条
項
を
参
照
枠
と

す
る
限
り
だ
が
、
い
ず
れ
の
草
案
や
綱
領
も
、
ま
た
『
中
華
民
国
憲

法
』
も
、
こ
れ
ら
の
概
念
形
式
を
下
地
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て

そ
の
背
景
に
は
穂
積
八
束
に
代
表
さ
れ
る
明
治
憲
法
学
の
理
論
的
枠

組
み
が
一
貫
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
呉
君
は
明
ら
か
に

し
た
。
こ
こ
に
清
末
民
初
期
の
混
乱
を
極
め
た
制
憲
活
動
を
一
貫
し

た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
見
通
す
初
め
て
の
知
見
が
公
表
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

ま
た
呉
君
の
研
究
の
特
徴
は
、
比
較
法
制
史
の
方
法
に
あ
る
。
同

君
は
比
較
さ
れ
る
法
対
象
と
し
て
の
明
治
憲
法
や
憲
法
学
説
の
共
時

的
分
析
に
と
ど
ま
ら
ず
、
憲
法
制
定
の
過
程
や
ド
イ
ツ
国
法
学
に
遡

る
沿
革
的
・
系
譜
的
方
法
を
用
い
た
実
証
研
究
に
よ
り
、
相
対
的
で

柔
軟
な
説
明
を
可
能
に
し
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
同
君
は
、
中
華
民

国
の
原
点
は
辛
亥
革
命
で
は
な
く
清
国
皇
帝
の
退
位
に
あ
り
そ
こ
に

統
治
権
の
移
転
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
有
賀
長
雄
の
思
想
の
裡
に
、
一

九
世
紀
ド
イ
ツ
の
歴
史
実
証
主
義
的
傾
向
を
見
出
し
た
り
、
ま
た
近

代
憲
法
の
「
元
型
」
を
中
国
古
典
籍
の
中
に
求
め
る
湯
寿
潜
の
『
憲

法
古
義
』
を
繙
い
た
り
、
比
較
法
史
の
方
法
は
呉
君
の
該
博
な
中
国

史
の
知
識
と
融
合
し
て
、
歴
史
叙
述
の
可
能
性
を
豊
か
に
拡
げ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
呉
君
は
、
清
末
期
に
法
律
や
政
治
を
学
び
に
来
日
し
た
中

国
人
留
学
生
や
、
中
国
の
法
制
改
革
や
法
学
教
育
に
寄
与
し
た
日
本

人
法
学
者
を
、
日
本
近
代
法
史
学
の
研
究
手
法
を
応
用
し
て
中
国
の

文
献
資
料
を
改
め
て
精
緻
に
調
査
し
た
。
日
本
も
近
代
化
の
初
期
に

西
洋
諸
国
に
学
び
外
国
人
法
律
顧
問
を
多
数
雇
用
し
た
が
、
そ
の
歴

史
経
験
の
解
明
は
日
本
近
代
法
史
学
の
研
究
領
域
に
属
す
。
本
論
文

に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
た
新
た
な
事
実
は
、
日
本
の
法
史
学
方
法
論

に
よ
る
中
国
資
料
の
再
読
の
成
果
で
も
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
漢
字
文
化
圏
の
恩
恵
を
最
も
受
け
た
の
は
、
や
は
り
中

国
と
日
本
で
あ
ろ
う
。
一
足
早
く
日
本
が
西
洋
の
制
度
や
文
化
を
漢

語
に
翻
訳
し
そ
れ
ら
が
中
国
に
輸
出
さ
れ
て
ゆ
く
と
い
う
サ
イ
ク
ル

は
、
清
末
民
初
の
中
国
へ
の
明
治
憲
法
や
憲
法
学
の
影
響
と
も
重

な
っ
て
い
る
。
だ
が
日
本
で
鋳
造
さ
れ
た
法
律
用
語
は
「
漢
語
的
」

で
は
あ
っ
て
も
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
自
明
の
も
の
と
は

限
ら
な
い
。
ま
た
中
国
古
来
の
言
葉
で
あ
っ
て
も
そ
の
語
義
が
日
本

で
「
転
用
」
さ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。「
憲
法
」
も
明
治
日

本
で
“Constitution

”の
訳
語
と
し
て
「
借
用
」
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

中
国
に
逆
輸
入
さ
れ
た
時
に
は
意
味
の
「
ズ
レ
」
が
生
じ
た
に
違
い
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な
い
。
実
は
こ
う
し
た
「
ズ
レ
」
が
歴
史
過
程
に
お
い
て
生
み
落
と

す
意
義
は
小
さ
く
な
い
。
こ
れ
は
本
論
文
の
第
一
章
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
微
妙
な
翻
訳
論
上
の
差
異
を
研
究
素
材
と
し

て
扱
う
に
は
、
対
象
と
さ
れ
る
言
語
と
説
明
の
た
め
の
言
語
を
予
め

明
確
に
分
け
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
呉
君
に
お
い
て
は
そ

れ
ら
の
区
別
立
て
が
明
瞭
で
は
な
い
場
合
が
あ
り
、
説
明
が
循
環
し

た
り
難
解
に
な
っ
た
り
す
る
。
表
現
上
同
一
と
は
い
え
異
な
る
文
化

間
の
比
較
研
究
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、
近
代
中
国
の
憲
法
動
向
と
す
り
合
わ
さ
れ
る
「
明
治
憲
法

学
」
と
は
何
を
示
す
の
か
、
と
い
う
定
義
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
必

ず
し
も
は
っ
き
り
と
し
た
枠
組
み
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

本
論
文
の
終
章
で
、
穂
積
八
束
と
有
賀
長
雄
こ
そ
が
清
末
民
初
の
中

国
の
立
憲
過
程
に
と
っ
て
重
要
な
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
言
さ
れ
る
。
こ
の
二
人
の
憲
法
学
者
は
確
か
に
各
章
で
言
及
さ
れ

て
い
る
に
し
て
も
、
彼
ら
の
憲
法
理
論
の
ど
の
よ
う
な
主
題
や
方
法

が
「
明
治
憲
法
学
」
を
代
表
し
た
こ
と
と
な
る
の
か
。
天
皇
主
権
論

者
で
あ
る
穂
積
と
機
関
説
論
者
で
あ
っ
た
有
賀
は
、
近
代
日
本
の
憲

法
学
史
上
し
ば
し
ば
激
し
く
対
立
す
る
論
戦
を
展
開
し
た
。
終
章
で

の
呉
君
の
結
論
が
よ
り
説
得
的
に
理
由
付
け
ら
れ
る
文
脈
が
も
う
少

し
本
文
中
に
触
れ
ら
れ
る
と
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
れ
に
し
て
も
穂
積
八
束
は
、
戦
前
の
憲
法
学
の
保
守
的
な
イ
デ

オ
ロ
ー
グ
と
さ
れ
、
そ
の
国
家
（〝
即
チ
君
主
〟）
全
能
主
義
思
想
は
、

「
昭
和
の
超
国
家
主
義
思
想
の
先
駆
」（
長
谷
川
正
安
『
日
本
憲
法
学

の
系
譜
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年
）
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
背
景
に
は
、
国
体
は
民
族
一
致
の
確
信
と
し
て
、
歴
史
的
、
社

会
的
、
政
治
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
と
の
穂
積
流
の
国
体
理
解
が

あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
と
は
別
に
穂
積
の
国
体
論
に
は
、
主
権
の
所

在
が
君
主
か
民
主
か
を
問
う
純
然
た
る
法
理
的
側
面
も
あ
っ
た
。
こ

の
限
り
で
、
当
時
の
中
国
は
彼
を
「
明
治
憲
法
の
も
っ
と
も
正
統
的

な
解
釈
学
者
」（
同
前
）
と
し
て
受
け
入
れ
、
彼
の
実
証
主
義
的
憲

法
論
に
立
憲
主
義
の
手
本
を
見
出
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に

は
こ
れ
ま
で
の
日
本
近
代
法
史
上
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
穂
積
憲
法

学
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
伴
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
呉
君
の
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
の
評
価
を
述
べ
、
い
く

つ
か
の
課
題
を
指
摘
し
た
。
尤
も
そ
れ
ら
の
課
題
は
わ
れ
わ
れ
の
呉

君
に
寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
を
示
し
て
お
り
、
日
中
の
比
較
憲
法
史
、

憲
法
学
史
に
関
す
る
い
く
つ
も
の
新
し
い
知
見
を
学
界
に
も
た
ら
し

た
本
論
文
の
意
義
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
本
研
究

は
、
呉
君
が
東
ア
ジ
ア
の
比
較
法
史
研
究
を
今
後
発
展
さ
せ
卓
越
し

た
研
究
成
果
を
世
に
問
い
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
保
持
し
て

い
る
こ
と
を
十
分
に
示
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
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わ
れ
わ
れ
審
査
員
一
同
は
、
呉
迪
君
が
提
出
し
た
論
文
が
、
博
士

（
法
学
、
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
で
あ
る
と
判
断
し
、
こ
こ
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
二
月
二
五
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

岩
谷　

十
郎

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

小
山　
　

剛

法
学
研
究
科
委
員・
博
士（
法
学
）　　
　
　
　
　

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

大
屋　

雄
裕

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　




